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はじめに
　「漢

かん
字
じ
ができるようになる」とはどういうことなのか。そんな疑

ぎ
問
もん
をきっかけにこの『漢

かん
字
じ
たまご』

は誕
たん
生
じょう
しました。そして、「どんな場

ば
面
めん
で、どんな漢

かん
字
じ
を学

がく
習
しゅう
していくか」「どんな学

がく
習
しゅう
方
ほう
法
ほう
があるか」

ということを念
ねん
頭
とう
に、長

なが
年
ねん
にわたる日

ひ び々
の授

じゅ
業
ぎょう
を通
とお
して、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
と共
とも
に作
つく
り上

あ
げました。

　このテキストは、「何
なに
ができるかが明

めい
確
かく
になっている」「漢

かん
字
じ
の接

せっ
触
しょく
場
ば
面
めん
から学

まな
ぶ」「漢

かん
字
じ
学
がく
習
しゅう
ストラ

テジーを身
み
につける」という３つのことを柱

はしら
としています。

　接
せっ
触
しょく
場
ば
面
めん
で学
まな
ぶというとき、漢

かん
字
じ
と音
おん
声
せい
を一
いっ
致
ち
させるトレーニングは欠

か
かせません。今

こん
回
かい
、『新

しん
装
そう
版
ばん
』

では学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の利

り
便
べん
性
せい
をよくするために、付

ふ
属
ぞく
の音

おん
声
せい
CDをなくし、サポートページでストリーミング再

さい

生
せい
とMP3ファイルのダウンロードができるようにしました。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のみなさんの学

がく
習
しゅう
環
かん
境
きょう
に合

あ
わせて

ご利
り
用
よう
ください。

　さらに、このテキストでは、漢
かん
字
じ
を初
はじ
めて勉

べん
強
きょう
する人

ひと
からある程

てい
度
ど
学
がく
習
しゅう
した人

ひと
まで、非

ひ
漢
かん
字
じ
系
けい
の学
がく
習
しゅう

者
しゃ
も漢

かん
字
じ
系
けい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
も共

とも
に楽

たの
しく学

まな
び合

あ
うことができます。「漢

かん
字
じ
たまご」を使

し
用
よう
することで、教

きょう
室
しつ
で

は教
きょう
師
し
と学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のやり取

と
りが生

う
まれ、漢

かん
字
じ
学
がく
習
しゅう
が楽
たの
しく、能

のう
動
どう
的
てき
なものとなります。ぜひ、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のみ

なさんと新
あたら
しい「漢

かん
字
じ
の学
まな
び」を体

たい
験
けん
してください！

●「何
なに

ができるかが明
めい

確
かく

になっている」

　15の場
ば
面
めん
、トピックの中

なか
で、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が「生

せい
活
かつ
の中

なか
で求

もと
められる漢

かん
字
じ
は何

なに
か」「漢

かん
字
じ
を使

つか
って何

なに

ができるのか」がわかるようになっています。こうすることで、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
自
じ
身
しん
が「何

なん
のために漢

かん
字
じ

を学
まな
ぶのか」を意

い
識
しき
し、明

めい
確
かく
な学
がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
を設
せっ
定
てい
することができます。

●「漢
かん

字
じ

の接
せっ

触
しょく

場
ば

面
めん

から学
まな

ぶ」

　各
かく
課
か
の後

こう
半
はん
では、学

がく
習
しゅう
した漢

かん
字
じ
を実

じっ
際
さい
に近

ちか
い場

ば
面
めん
の中

なか
で使

つか
い、力

ちから
を試

ため
します。教

きょう
室
しつ
の中

なか
での疑

ぎ

似
じ
体
たい
験
けん
を通

つう
じ、未

み
知
ち
の漢

かん
字
じ
に対

たい
処
しょ
する推

すい
測
そく
力
りょく
、応

おう
用
よう
力
りょく
を養

やしな
うことができます。日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
のどこか

で目
め
にする漢

かん
字
じ
を学

がく
習
しゅう
することによって、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に「身

み
近
ぢか
にある漢

かん
字
じ
が『わかる』『できる』」と

いう実
じっ
感
かん
が生

う
まれます。それが積

つ
み重
かさ
なっていくことで達

たっ
成
せい
感
かん
を得

え
ることができます。

●「漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

ストラテジーを身
み

につける」

　学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が自

じ
分
ぶん
に合

あ
った学

がく
習
しゅう
方
ほう
法
ほう
を選

せん
択
たく
できるようになるために、漢

かん
字
じ
学
がく
習
しゅう
のアイディアをたく

さん紹
しょう
介
かい
しています。また、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が間

ま
違
ちが
いやすい点

てん
がポイントとして挙

あ
げられ、どの部

ぶ
分
ぶん
に注

ちゅう

意
い
するといいかがひと目

め
でわかります。さらに、学

まな
んだ漢

かん
字
じ
を整

せい
理
り
し、繰

く
り返

かえ
し練

れん
習
しゅう
することで

定
てい
着
ちゃく
が進
すす
められるようになっています。
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